
資
料
　
紹
　
介

資
料
紹
介

瀬
戸
内
海
総
合
研
究
会
編

　
　
備
中
国
方
見
庄
更
料

楠
　
瀬

勝

　
備
中
国
薪
見
庄
は
も
と
最
勝
光
一
領
で
、
の
ち
東
寺
領
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
庄
園
は
回
申
の
北
部
、
現
在
の
岡
山
県
阿
哲
郡
三
見
町
・
上
市
町
を

中
心
に
し
て
東
西
蝋
里
・
南
北
七
三
に
わ
た
る
庄
域
を
も
ち
、
一
四
世
紀
の
三

頭
に
は
す
で
に
西
方
領
家
分
と
東
方
地
頭
分
と
に
申
分
さ
れ
て
い
た
。

　
此
の
新
見
庄
が
大
き
く
申
世
史
研
究
の
申
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
昭
和

一
〇
年
刊
行
の
世
界
歴
史
大
系
一
三
巻
（
A
）
に
収
め
ら
れ
た
今
井
林
太
郎
氏

の
論
稿
（
同
霞
一
一
九
頁
）
で
あ
っ
た
。
当
時
は
大
日
本
費
料
・
大
日
太
古
文

書
（
家
わ
け
東
寺
酉
合
文
霧
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
東
寺
百
合
文
書
が
部
分
酌

で
は
あ
る
が
紹
介
さ
れ
、
他
方
庄
園
の
研
究
屯
庄
園
の
内
部
的
構
造
の
分
析
へ

と
向
い
、
そ
の
た
め
庄
園
の
欄
別
的
研
究
が
次
第
に
本
絡
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
頃
で
あ
る
。
今
井
林
太
郎
氏
の
論
稿
以
後
、
薪
見
庄
に
対
す
る
関
心
は
潔
ま

動
、
こ
れ
に
関
係
す
る
研
究
論
丈
が
清
水
三
男
．
錦
木
良
一
等
の
諸
氏
に
よ
つ
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て
次
第
に
発
表
さ
れ
る
に
歪
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
お
其
等
研
究
で
は
当
庄

は
部
分
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
研
究
の
進
展
が
阻
害

さ
れ
て
い
た
の
は
、
　
そ
の
関
係
史
料
を
蒐
集
す
る
こ
と
が
、
　
大
日
本
古
文
害

（
家
わ
け
東
寺
百
合
文
筈
）
が
未
完
成
の
た
め
部
分
的
に
し
か
な
し
え
な
か
っ

た
こ
と
に
何
よ
り
も
大
き
な
原
因
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
に
、
東
京
大
学
の

宝
月
圭
吾
氏
を
始
め
永
原
慶
二
・
稲
垣
泰
彦
・
杉
山
博
・
池
永
二
郎
の
諸
氏
が

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
⊥
東
寺
百
交
書
か
ら
蒐
集
さ
れ
た
関
係
史
料
を
詳

し
く
研
究
し
た
上
、
そ
の
ノ
ー
ト
を
学
界
の
た
め
に
提
供
さ
れ
、
岡
山
大
学
の

藤
井
三
民
を
中
心
と
し
た
瀬
戸
内
海
総
合
研
究
会
が
そ
れ
を
刊
行
し
、
今
回
本

嶺
の
完
成
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
と
嚢
う
の
も
戦
後
の
申
世
史
研
究
に
於
て

領
主
制
の
展
開
の
問
題
を
回
り
そ
の
具
体
的
究
明
を
行
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
、

比
較
的
史
料
の
豊
富
な
新
見
庄
の
研
究
は
打
ち
す
て
て
を
く
こ
と
が
詩
さ
れ
な

く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
云
え
よ
5
。
こ
こ
に
永
原
慶
二
・
稲
垣
泰
彦
・
杉
自

博
・
池
永
二
郎
の
諸
氏
が
、
研
究
成
果
を
上
げ
ら
れ
、
史
料
を
公
刊
さ
れ
た
こ

と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
な
お
藤
井
駿
氏
を
始
と
し
た
瀬
戸
内
海
総
合
研
究

会
で
は
、
愛
書
刊
行
の
み
な
ら
ず
、
郷
土
岡
山
県
の
関
係
資
料
の
蒐
集
と
そ
の

紹
介
と
い
5
地
昧
で
は
あ
る
が
、
学
問
の
発
展
の
た
め
の
最
も
基
礎
的
な
事
業

を
推
進
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
す
で
に
備
前
国
弘
法
寺
至
嘱
を
瀬
戸
内
海
研

究
第
三
号
に
紹
介
さ
れ
、
ま
た
戦
後
、
池
田
家
か
ら
岡
山
天
学
に
移
譲
さ
れ
た

池
田
家
文
庫
資
料
の
整
理
に
も
あ
允
り
、
池
冊
家
文
庫
趣
意
緑
（
第
一
編
文
書
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・
記
録
）
を
刊
行
、
更
に
そ
の
完
、
成
に
努
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
の

利
行
も
こ
〉
つ
し
た
な
が
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
央
と
地
方
の
夫
々

で
大
き
な
業
績
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
研
究
者
・
研
究
団
体
の
努
力
と
協
力
に
よ
，

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
た
協
力
に
よ
っ
て
の
み
、
は
じ
め
て
多
年
申
世

史
研
究
に
於
て
要
望
さ
れ
て
い
た
所
の
荘
園
別
に
よ
る
史
料
出
版
と
い
う
新
し

い
史
料
編
纂
・
公
刊
の
試
み
が
実
現
さ
れ
得
た
と
思
5
。
と
も
あ
れ
、
本
書
の

刊
行
は
以
上
の
よ
5
に
色
た
な
点
か
ら
学
界
に
於
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　
さ
て
本
革
に
は
交
響
の
外
に
、
新
見
庄
地
図
及
び
解
題
が
附
せ
ら
れ
、
東
京

大
学
理
髪
編
纂
所
蔵
写
本
「
東
寺
百
合
文
書
」
以
外
の
薪
見
庄
関
係
史
料
採
集

へ
の
指
針
と
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
る
新
見
庄
研
究
文
献
が
紹
介
さ
れ
、
研
究
利

用
の
便
宜
を
は
か
ら
れ
て
い
る
。
本
割
に
収
録
さ
れ
た
回
書
は
、
す
べ
て
東
京

大
掌
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
東
奪
百
合
丈
書
」
か
ら
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
総
数

五
八
五
点
で
あ
る
。
承
久
よ
り
明
徳
に
至
る
ご
一
三
点
、
応
永
よ
り
天
正
に
歪

る
三
九
三
点
、
及
び
年
未
詳
の
も
の
六
九
点
で
、
全
体
は
編
年
に
よ
っ
て
、
年

未
詳
の
も
の
は
差
出
人
別
と
月
日
別
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
〉
つ
に
約
六
〇
〇
点
に
近
い
新
見
庄
関
係
文
書
は
申
世
全
般
に
わ
た
っ

て
残
っ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
南
北
朝
末
期
か
ら
室
町
中
期
に
か
け
て
の
も
の

が
集
中
的
に
残
っ
て
い
る
。
然
し
全
体
を
通
じ
て
観
る
時
、
注
欝
さ
れ
る
こ
と

は
餐
時
期
の
主
な
る
文
書
の
種
類
で
あ
る
。
鎌
倉
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て

　
　
　
　
　
資
料
　
紹
　
介

は
、
は
じ
め
官
宣
旨
．
論
旨
等
の
双
三
が
主
で
あ
り
、
次
第
に
こ
れ
が
足
利
将

軍
．
幕
府
関
係
の
武
家
文
霧
に
か
わ
る
と
共
に
、
そ
の
内
容
も
土
豪
新
見
九
郎

貞
直
や
多
治
部
点
景
な
ど
の
領
家
方
に
対
す
る
濫
妨
を
停
止
す
る
た
め
に
出
さ

れ
た
文
書
が
多
く
な
る
。
そ
れ
が
、
箋
町
初
期
以
降
に
な
る
と
領
家
方
の
代
官

で
あ
っ
た
管
領
細
川
氏
の
家
人
安
富
氏
や
東
寺
雑
学
の
も
の
と
な
り
、
寛
正
二

年
東
寺
の
直
務
以
後
は
、
特
に
本
所
東
寺
側
と
、
在
地
に
派
遣
さ
れ
た
直
務
代

官
．
在
地
庄
官
・
百
姓
と
の
間
に
か
わ
さ
れ
る
在
地
か
ら
の
注
進
状
と
東
寺
か

ら
の
書
下
が
そ
の
大
部
分
と
な
る
の
で
あ
る
。
室
町
申
期
以
後
に
は
、
在
地
の

庄
官
．
百
姓
自
体
の
注
進
状
は
殆
ん
ど
な
く
な
り
、
守
護
の
家
人
・
地
方
武
士
、

更
に
は
応
仁
文
萌
の
乱
以
後
京
都
か
ら
帰
っ
て
再
び
土
着
し
た
ど
考
え
ら
れ
る

豪
族
新
見
氏
の
霧
状
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
5
に
史
料
の

在
り
方
に
は
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
自
体
む
し
ろ
鎌
倉
期
か
ら
戦
国
夫
翔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

か
日
て
夫
々
の
時
期
に
、
謬
見
庄
の
歴
史
を
発
展
さ
し
た
そ
の
指
導
的
な
勢
力

の
動
き
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
言
い
か
え
れ
ば
新
見
事
に
於
け
る
歴
史

的
展
開
の
反
映
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
従
っ
て
、
南
北
朝
の
動
乱
を
経
る

こ
と
に
よ
っ
て
発
展
す
る
国
人
層
・
郷
民
層
と
、
そ
の
上
に
展
開
す
る
領
主
制

の
問
題
を
具
体
的
に
究
明
す
る
上
で
、
こ
の
薪
見
庄
の
史
料
全
体
を
丹
念
に
分

析
す
る
こ
と
は
今
後
一
層
必
要
と
思
5
。

　
さ
て
新
見
庄
の
成
立
に
つ
い
て
、
重
要
な
丈
書
は
建
武
四
年
の
信
臨
契
約
状

で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
伝
領
関
係
し
か

八
一
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資
　
料
　
紹
　
介

解
ら
な
い
。
鎌
倉
期
に
於
け
る
新
見
庄
の
基
本
的
構
造
に
関
し
て
は
、
文
永
八

年
の
地
頭
方
田
地
実
検
名
寄
帳
・
山
里
畠
内
検
取
帳
な
ど
が
あ
り
、
従
来
こ
の

分
析
は
幾
度
か
試
み
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
此
は
庄
園
的
収
取
体
制
と
し
て
の
名
、

そ
の
解
体
に
よ
ろ
名
主
・
名
主
職
の
問
題
を
究
明
す
る
上
に
軍
属
な
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
鎌
倉
末
期
の
当
庄
の
構
造
的
究
明
と
関
連
し
て
重
要
な
問
題
は
、

南
北
朝
の
動
乱
か
ら
土
一
揆
に
至
る
妾
時
の
農
民
の
権
力
に
対
す
る
抵
抗
、
及

び
諸
勢
力
の
粗
互
対
立
閣
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
此
に
つ
い
て
の
費
重
な
文

書
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
壼
町
前
期
に
集
申
し
て
い
る
も
の

で
あ
っ
て
、
本
所
東
寺
か
ら
在
地
に
派
遣
さ
れ
た
代
官
が
在
地
の
情
勢
に
関
し

事
毎
に
本
所
に
申
し
送
っ
た
報
告
、
或
は
在
地
庄
官
た
る
三
職
（
公
文
・
田
所
・

惣
追
捕
使
）
、
百
姓
自
か
ら
の
注
進
状
な
ど
が
あ
り
、
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
は

三
職
注
進
状
で
あ
る
。
三
職
注
進
状
は
、
当
庄
々
民
が
管
領
細
川
の
家
人
安
富

氏
排
斥
・
東
寺
直
務
を
要
求
し
て
成
功
し
た
寛
正
二
年
（
一
四
六
〇
）
か
ら
明
応

六
年
（
一
四
九
七
）
に
至
る
約
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、
三
職
連
署
の
も
の
三
七

点
（
内
、
年
未
詳
一
点
）
と
、
或
は
そ
の
い
ず
れ
か
二
人
乃
至
は
一
入
の
注
進
状

を
も
加
え
れ
ば
約
一
〇
〇
点
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
三
職
は
約
四
〇
年
間
、

田
所
の
金
子
衡
氏
が
文
絹
一
一
年
を
境
に
し
て
金
子
景
氏
に
か
わ
っ
て
い
る
以
．

外
は
（
恐
ら
く
金
子
衡
氏
は
文
明
一
一
年
間
に
死
亡
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
、

公
文
は
宮
田
権
高
が
、
惣
追
捕
使
は
福
本
盛
吉
が
、
か
わ
る
こ
と
な
く
、
共
に

岡
一
人
が
つ
と
め
た
の
が
、
注
目
さ
れ
る
。
更
に
彼
等
鳶
職
は
、
庄
園
領
・
身
熟
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

寺
、
守
護
勢
力
、
下
か
ら
の
農
民
の
車
頭
、
及
び
周
辺
の
土
豪
新
見
氏
等
の
武

士
勢
力
の
中
に
お
か
れ
て
い
た
。
従
っ
て
彼
等
の
動
き
は
こ
の
様
な
条
件
の
中

で
真
に
微
妙
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
、
三
職
注
進
状
は
当
時
の
こ
5

し
た
現
実
に
常
に
対
決
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た
彼
等
三
職
が
本
所
東
寺
に
書
き

送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
一
人
の
約
四
〇
薫
煙
に
わ
た
っ
た
書
状
で
あ
る
こ
と

及
び
約
一
〇
〇
点
も
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
態
注
進
状
の
分
析
に
よ

っ
て
、
彼
等
の
実
態
と
そ
の
意
識
の
変
質
過
程
を
把
握
し
5
る
と
同
時
に
、
、
更
に

当
時
の
諸
階
級
、
申
で
も
在
地
に
於
け
る
農
民
の
動
き
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ツ
ト
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
殊
に
寛
正
二
年
の
安
富
氏
携
斥
と
東
寺
直
務
要
求
を

行
っ
た
時
と
か
、
寛
正
四
年
の
新
見
庄
地
頭
方
政
所
焼
打
事
件
、
応
仁
二
年
か

ら
文
明
三
年
に
至
る
守
護
細
川
氏
や
幕
府
代
宮
伊
勢
氏
の
箪
の
侵
入
を
く
い
と

め
た
土
一
揆
な
ど
、
こ
う
し
た
事
件
に
つ
い
て
の
三
職
注
進
状
は
、
当
時
の
諸

階
級
の
相
互
対
立
関
係
を
明
か
に
す
る
好
史
料
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
三
職
注

進
状
は
、
以
上
の
様
な
意
昧
で
愛
料
的
価
値
、
ま
こ
と
に
た
か
く
、
他
の
荘
園

文
書
に
は
そ
の
類
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
庄
官
の
生
活
実
態
は

必
ず
し
も
判
然
と
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
判
然
と
す
る
に
は
、
彼
等
が
臼
頃

所
持
す
る
財
物
な
ど
の
内
容
を
知
る
こ
と
な
ど
も
、
そ
の
て
が
か
り
に
な
る
も

の
と
思
う
。
こ
の
点
で
寛
正
四
年
一
一
月
の
新
見
庄
地
頭
方
政
所
見
擾
物
注
進

交
案
は
、
先
述
の
領
家
方
の
農
風
が
地
頭
方
政
所
を
焼
払
っ
た
こ
と
に
関
連
し

て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
庄
官
の
財
物
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
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出
来
る
っ
更
に
こ
の
中
に
庭
訓
往
来
・
式
条
本
・
宇
調
（
1
1
字
引
）
な
ど
が
数

え
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
文
化
史
上
に
も
細
面
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
領
主
制
の
展
開
過
程
で
商
業
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
展
す
る
か
と
い
う
問
題

は
、
中
世
史
の
璽
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
輿
料
的
制
約
で
そ
の
究
明
は
遅
れ
て

い
る
。
特
に
鎌
倉
時
代
の
市
場
の
史
料
は
乏
し
い
が
、
新
見
庄
の
史
料
に
そ
れ

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
学
の
指
摘
さ
れ
た
所
で
・
あ
る
。
先
に
上
げ

た
交
永
八
年
の
地
頭
方
田
地
笑
検
帳
・
地
頭
方
山
里
畠
内
検
取
帳
が
そ
れ
で
あ

っ
て
、
そ
の
他
建
武
年
間
以
降
の
史
料
に
も
重
要
な
も
の
が
多
く
あ
る
。
其
等

に
よ
っ
て
市
場
商
入
・
市
場
の
構
成
が
明
か
に
さ
れ
る
と
共
に
、
地
頭
と
商
人

の
関
係
も
明
か
に
さ
れ
る
。
地
頭
・
守
護
勢
力
・
庄
園
代
嘗
な
ど
が
市
場
に
対

し
て
も
っ
た
関
係
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
寛
正
二
年
の
新
見
庄
上
使
砧
深
・
瀦

成
注
進
状
や
、
寛
正
四
年
の
鵡
清
注
進
状
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
此
等
は
当
酬
時
の

市
場
の
様
相
を
髪
髭
た
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
市
場
に
関
連
し
て
和
市

や
為
替
取
引
に
関
す
る
重
要
な
文
書
亀
多
く
あ
り
、
為
替
取
引
の
史
料
と
し
て

・
は
応
永
二
六
年
一
ご
月
安
冨
方
よ
り
東
寺
に
割
符
二
を
送
っ
た
の
を
初
見
と
す

る
。

　
以
上
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
数
多
い
重
要
な
女
書
の
申
で
、
た
だ
そ
の
一
・

二
の
も
の
に
つ
い
て
、
而
も
不
十
分
に
し
か
述
べ
得
な
か
っ
た
。
勿
論
本
書
に

も
印
刷
そ
の
他
に
十
分
で
な
い
点
が
あ
る
け
れ
ど
、
か
か
る
重
要
な
史
料
が
広

く
多
く
の
人
々
の
手
も
と
に
お
く
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
最
後
に
今
一
度
、

　
　
　
　
　
資
料
　
紹
　
介

本
譜
刊
行
に
努
力
さ
れ
た
方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
　
（
昭
和
二
七

年
一
一
一
月
一
五
日
・
瀬
戸
内
海
総
合
研
究
会
発
行
・
A
5
・
四
一
一
頁
・
頒
価

六
〇
〇
円
）

八
．
三

（83）


